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外国につながる人の母語学習とその支援 
― 母語・継承語スピーチ発表会が目指すもの ― 
 
















 2016 年 12 月末現在、三重県内には 4 万 3445 人余りの外国人住民が居住しており、県内
総人口に占める割合は 2.36%(1)である。鈴鹿市は外国人住民数 7,251 人、市内総人口に占
める割合 3.62%と、三重県内において 3 番目に外国人住民が多く、総人口に対して外国人
住民が高い比率を占める。 








                                                   










 まず、鈴鹿大学に在籍する、外国につながる学生と留学生の特徴を概観してみよう。  
外国につながる学生と留学生の違いが明確なのは、滞日期間である。鈴鹿大学に在籍
する外国人学生の日本語学習環境について調査した舟橋・桟敷(2014)によると、留学生の










てまとめたものを表 1 に示す。 
 
表 1 外国につながる学生と留学生の特徴 
項目  外国につながる学生  留学生  
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を調査した、多文化共生に関する意識調査検討委員会(2011)によると、通常の日本語会話
に困らないと解答したのは、19 歳以下の世代で 83.3%、親世代である 30 代で 42.9%、40 代
で 56.2%と、まずまずのように見える。しかし、学校や職場、行政、地域の通知文書等を読
んで理解できるのは、19 歳以下で 50%なのに対し、親世代である 30 代は 8.6%、40 代は
10.1%に過ぎない。それでも、日常生活の困り事として「日本語が理解できない」をあげた
人は 14%に過ぎず、「困っていることはない」とした人が 25.7%を占める。日本語の文書が















































 大阪府立学校在日外国人教育研究会は、1 年に２回、「WaiWai ! トーク」という、外国
にルーツを持つ高校生の母語によるスピーチ大会を開催している。発表は学年別の部に分
かれており、発表の後は交流会が開かれ、講評の後に表彰式となっている。何年に第 1 回
が行われたのか不明であるが、2017 年 1 月には第 15 回 WaiWai!トーク Part2 発表会が、
2017 年 6 月には第 16 回 WaiWai!トーク Part1 発表会が開催されており、少なくとも近
年は年 2 回開催されているようである。  
 さらに大阪では、大阪市教育委員会が中学生を対象とした母語スピーチ大会である多文
化スピーチ大会「ワールドトーク」を国際理解教育推進事業として開催している。2017 年



























 それぞれの項目の目的や狙い、配慮、意図されていることは以下の通りである。  
 
3.1.1. タイトル「外国につながる人の母語・継承語スピーチ発表会」について  












3.1.2. 内容・テーマについて－スピーチ作成のてびき－  
 スピーチのテーマの例や、内容を準備する手順については、「スピーチ作成のてびき」に
詳述されている。  

























































 外国につながる人の母語・継承語スピーチ発表会は、2015 年からこれまで 2 回開催され
ている。その概要について表 2 に示す。 
 
表 2 外国につながる人の母語・継承語スピーチ発表会実施概要 
開催時期  参加者 (母語・所属・人数 ) 
2015 年 第 1 回  
10 月（大学祭）  
発表者 6 名、 聴衆約 30 名  
母語別：英語 1 名、タガログ語 3 名、ポルトガル語 2 名  
所属別：社会人 1 名、大学生 2 名、高校生 3 名  
2016 年 第 2 回  
11 月第 1 土曜日  
発表者 10 名、聴衆約 35 名  
母語別：英語 4 名、ポルトガル語 2 名、タガログ語 2 名、モンゴル語 1 名、中国語 1 名  
所属別：大学生 1 名、高校生 6 名、中学生 2 名、小学生 1 名  
 
 2 回の実施で、発表者も聴衆も少しずつ増えた。  







































国管理局報道発表資料では三重県の在留外国人数 4 万 44913 人、構成比 1.9%とある。 
(2) 2017 年 5 月 1 日現在の在学生数  
(3) 舟橋(2016)による 
(4) 第 3 回外国につながる人の母語・継承語スピーチ発表会の「募集要項」と「スピーチ
作成のてびき」（https://www.suzuka-iu.ac.jp/event_info/201708301-50/ 2017 年 10 月







(3) 舟橋宏代・桟敷まゆみ(2013)「2013 年度鈴鹿国際大学外国人日本語環境実態調査」 
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ける日本語学習支援のあり方－」2016 年 WEB 版『日本語教育実践研究フォーラム報
告』、 
  日本語教育学会(http://www.nkg.or.jp/wp/wp-




（https://hidamari-frankfurt.jimdo.com/ 2017 年 10 月 2 日最終閲覧） 
(2) 法務省入国管理局平成 29 年 3 月 17 日報道発表資料 
「平成 28 年末現在における在留外国人数について（確定値）」 
（http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri04_00065.html 
2017 年 9 月 28 日最終閲覧） 
(3) 三重県環境生活部ダイバーシティ社会推進課多文化共生班平成 29 年 3 月 1 日付 
「外国人住民国籍・地域別人口調査（平成 28 年 12 月 31 日現在）の結果」 
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